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第
31
回
作
品
展

11
月
７
日
㈫
～
10
日
㈮

作
品
募
集
中（
10
月
13
日
㈮
締
切
）

支
部
だ
よ
り
８
月
号
で
既
に
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
11
月
７
日
㈫
～

10
日
㈮
、
11
時
～
16
時
（
最
終
日
10
日

㈮
は
15
時
ま
で
）、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
天
王

洲
ビ
ル
３
階
、
労
働
組
合
大
会
議
室
お

よ
び
Ａ
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、
出
展
者
63

名
、
１
１
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
以
上
に
多
く
の
方
の
出

展
を
お
願
い
し
ま
す
。
出
展
要
項
は
支

部
だ
よ
り
８
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
、

２
０
１
９
年
以
降
に
出
展
さ
れ
た
方
に

は
申
込
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

初
め
て
出
展
希
望
の
方
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
三
輪
明
宏
さ
ん
の
専
属
写

真
家
を
長
く
務
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
、

写
真
家
の
御み

堂ど
う

義よ
し

乘の
り

さ
ん
に
、
写
真
作

品
の
講
評
（
10
日
㈮
13
時
よ
り
）
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の

出
展
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
作
品
展
終
了
後
、
関

東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
員
の
広

場
」
で
作
品
の
画
像
を
展
示
し
ま
す
。

作
品
と
併
せ
て
、
そ
の
写
真
デ
ー
タ
を

11
月
２
日
㈭
ま
で
に
、
左
記
ア
ド
レ
ス

ま
で
送
信
願
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
＝jobb@

proof.ocn.ne.jp

お
客
様
紹
介
運
動

Ｊ
Ｔ
Ｂ
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
２
３
年
度
下
期
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
お
せ
ち
の
鉄
人
」

（
９
月
～
12
月
）で
実
施
し
ま
す
。
２
０

２
４
年
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
ま

す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
お
取
り
寄
せ
グ
ル
メ
」
も
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
対
象
で
す
。
２
０
２
４
年
の

新
春
は
、
ど
う
ぞ
「
お
せ
ち
の
鉄
人
」

で
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
商
品
は
関

東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
を
す
る

と
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
割
引
が
利
用
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
支
部
だ
よ
り
お
よ

び
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
お
名
前
の

掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
関
東
支
部
と

し
て
の
実
績
は
把
握
で
き
ま
す
し
、
後

輩
達
に
皆
様
の
応
援
の
声
は
伝
わ
り
ま

す
の
で
、
例
年
同
様
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度

同
好
会
代
表
者
会
議
報
告

７
月
７
日
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
に
て

開
催
。
２
０
２
２
年
度
の
活
動
・
会
計

報
告
、
作
品
展
へ
の
出
展
依
頼
、
支
部

だ
よ
り
へ
の
投
稿
依
頼
、
各
同
好
会
か

ら
の
近
況
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
状
況
で
は
、
２
０
２
１
年
度
比

で
、
会
員
数
97
・
３
％
、
活
動
回
数
１

３
３
・
３
％
、
参
加
人
員
１
３
４
・

７
％
と
前
年
度
を
大
き
く
上
回
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
の
減
少
と
行
動
制
限

の
緩
和
に
よ
り
、
活
動
を
再
開
し
た
同

好
会
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
末
実
施
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
を
見
る
と
、
ど
ん
な
同
好
会
が

あ
る
の
か
、
ま
た
活
動
内
容
な
ど
も
知

ら
な
い
会
員
が
少
な
く
な
く
、
今
後
は

支
部
だ
よ
り
や
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

活
動
状
況
等
を
広
報
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

近
況
報
告
で
は
、
会
員
の
高
齢
化
、

コ
ロ
ナ
感
染
を
心
配
し
て
の
参
加
辞
退
、

健
康
上
の
理
由
か
ら
の
退
会
者
増
加
、

会
代
表
者
の
後
任
者
不
足
な
ど
、
先
行

き
を
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。

課
題
や
悩
み
は
あ
る
も
の
の
、
参
加

し
て
く
れ
た
会
員
同
士
が
仲
良
く
楽
し

く
活
動
で
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
支

部
と
し
て
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
現
在
活
動
し
て
い
る
同
好
会

は
次
の
と
お
り
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
皐
月
会
（
俳
句
）

◎
三
土
会
（
麻
雀
）

◎
や
ぐ
る
ま
（
川
柳
）

◎
菊
の
会

◎
歌
謡
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

◎
ス
キ
ー
好
き
ー
ク
ラ
ブ

◎
囲
碁
同
好
会

◎
太
極
拳
愛
好
会

◎
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

◎
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
同
好
会

◎
家
庭
菜
園
同
好
会

◎
書
道
同
好
会

◎
テ
ニ
ス
同
好
会

各
同
好
会
の
活
動
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
上
半
期
と
下
半
期
の
年
２
回
配

付
さ
れ
る
「
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
東
支
部
・
倶

楽
部
・
同
好
会　

行
事
予
定
表
」
お
よ

び
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
同
好

会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

近
代
化
産
業
遺
産「
浦
賀
ド
ッ
ク
」と

�

開
国
の
地
・
浦
賀
を
歩
く

ペ
リ
ー
来
航
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る

浦
賀
は
江
戸
時
代
か
ら
港
町
と
し
て
栄

え
、
浦
賀
ド
ッ
ク（
日
本
最
初
の
レ
ン

ガ
ド
ッ
ク
で
日
本
丸
や
青
函
連
絡
船
な

ど
多
く
の
船
舶
が
建
造
さ
れ
ま
し
た
）

を
は
じ
め
、
江
戸
経
済
の
番
人
の
奉
行

所
跡
や
船
番
所
跡
、
源
氏
ゆ
か
り
の
西に

し

叶か
の
う

神
社
、
渡
し
船
で
行
く
東ひ

が
し

叶か
の
う

神
社
な

ど
の
史
跡
が
散
在
し
ま
す
。
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の

安
齊
孝
夫
さ
ん
の
案
内
で
、
浦
賀
の
文

化
遺
産
と
歴
史
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

期
日　

11
月
21
日
㈫　

小
雨
決
行

集
合　

京
急
本
線
浦
賀
駅
改
札　

10
時

行
程　

�

浦
賀
駅
🚶
浦
賀
ド
ッ
ク
🚶
郷
土

資
料
館
🚶
西
叶
神
社
🚶
奉
行
所

跡
🚶
川
間
町
内
会
館
（
昼
食
）

🚶
船
番
所
跡
🚶
渡
船
場
⛴
船
着

場
🚶
東
叶
神
社
🚶
東と

う

耀よ
う

稲
荷
🚶

浦
賀
駅

定
員　

20
名
（
最
少
催
行
人
員
８
名
）

会
費　

�

５
５
０
０
円
（
浦
賀
ド
ッ
ク
・

イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
・
渡
し
船
・

弁
当
・
休
憩
料
・
保
険
込
）

締
切　

11
月
14
日
㈫

取
消　

�

11
月
15
日
㈬
～ 

１
０
０
０
円

11
月
20
日
㈪
～ 

２
０
０
０
円

　
　

＊�

取
消
の
連
絡
は
、
左
記
担
当
者

宛
に
お
願
い
し
ま
す
。

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

栗
田　

保

�

☎
０
８
０
（
５
３
８
８
）
９
９
１
６

　
　
　

日
永　

広
子

�

☎
FAX
０
４
５
（
３
０
２
）
９
２
５
６

＊
申
込
時
に
携
帯
番
号
を
伺
い
ま
す
。

＝
関
東
支
部
忘
年
懇
親
会
開
催
＝

今
年
の
忘
年
懇
親
会
は
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

�

12
月
４
日
㈪　

12
時
よ
り

会
場　

�

学
士
会
館
（
神
保
町
）

都
営
三
田
線
・
新
宿
線
／
東
京

メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
「
神
保
町
」

駅
下
車
Ａ
９
出
口　

徒
歩
１
分

＊
詳
細
は
11
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。
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『
我
が
街
紹
介
シ
リ
ー
ズ
』

�

文ふ
み
の
京
み
や
こ 

本
郷
・
小
石
川
散
歩

江
戸
時
代
、
大
名
の
下
屋
敷
や
武
家

地
の
あ
っ
た
本
郷
地
域
は
東
大
設
立
で

学
者
、
学
生
、
文
人
の
街
へ
と
変
貌
。

そ
の
足
跡
と
小
石
川
植
物
園
（『
ら
ん

ま
ん
』
の
モ
デ
ル
・
牧
野
富
太
郎
ミ
ニ

企
画
展
開
催
中
）
を
巡
り
ま
す
。

昼
食
は
独
特
な
店
構
え
が
地
元
っ
子

に
評
判
の
『
青
い
ナ
ポ
リ
』
で
イ
タ
リ

ア
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

期
日　

11
月
１
日
㈬

集
合　

�

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
本
郷
三

丁
目
駅
改
札　

10
時

行
程　

�

本
郷
三
丁
目
駅
🚶
本
郷
薬
師
🚶

法
眞
寺
跡
🚶
赤
心
館
跡
🚶
菊
富

士
ホ
テ
ル
跡
🚶
伊
勢
屋
質
店
🚶

源
覚
寺（
こ
ん
に
ゃ
く
閻
魔
）🚶

（
昼
食
）
🚶
小
石
川
植
物
園
🚶

都
営
三
田
線
白
山
駅

　
　

＊�

さ
ら
に
じ
っ
く
り
と
見
学
希
望

の
方
は
16
時
30
分
ま
で
可
能
。

会
費　

�

３
５
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
入
園
料
・
保
険
込
）

締
切　

10
月
20
日
㈮

取
消　

10
月
28
日
㈯
～　

２
５
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

髙
井　

和
子

�

☎
０
８
０
（
５
４
６
５
）
９
９
５
５

　
　
　

岩
月　

光
司

�

☎
０
９
０
（
１
４
６
９
）
０
５
０
６

常
陸
秋
蕎
麦
の
故
郷
で

�

蕎
麦
打
ち
体
験

秋
の
う
ま
い
も
ん
…
新
蕎
麦
の
季
節
。

蕎
麦
打
ち
を
体
験
し
、
打
っ
た
お
蕎
麦

（
天
ぷ
ら
付
）
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

期
日　

�

11
月
13
日
㈪　

10
時
30
分
～
13
時

集
合　

�

金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設

「
か
な
さ
笑
学
校
」

　
　

＊�

旧
金
砂
小
学
校
で
す
。

　
　

＊
飲
み
物
は
用
意
し
ま
す
。

定
員　

20
名

会
費　

�

１
５
０
０
円
（
蕎
麦
打
ち
・
食

事
・
飲
み
物
込
）

締
切　

10
月
16
日
㈪

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部

担
当　

池
田　

勇

�

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

秩
父
札
所
巡
り
（
第
４
回
）

街
中
を
離
れ
、
荒
川
沿
い
に
点
在
す

る
札
所
を
巡
り
ま
す
。
童
子
堂
、
音
楽

寺
は
急
な
箇
所
が
あ
る
た
め
、
秩
父
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
す
。
今
回

は
22
番
札
所
か
ら
26
番
札
所
ま
で
約
12

㎞
の
行
程
で
す
。

期
日　

11
月
15
日
㈬　
　

集
合　

�

秩
父
鉄
道
熊
谷
駅
改
札

８
時
15
分

行
程　

�

熊
谷
駅
🚆
秩
父
駅
🚕
㉒
童
子
堂

🚕
㉓
音
楽
寺
🚶
ク
リ
エ
ッ
タ

（
昼
食
／
イ
タ
リ
ア
ン
）
🚶
㉔

法
泉
寺
🚶
㉕
久
昌
寺
🚶
㉖
円
融

寺
🚶
影
森
駅
🚆
熊
谷
駅

　
　
　

＊
〇
数
字
は
札
所
番
号

　
　
　

＊�

交
通
費
（
秩
父
鉄
道
）
は
各

自
負
担

定
員　

15
名

会
費　

�

４
５
０
０
円
（
タ
ク
シ
ー
・
昼

食
・
札
所
案
内
人
代
・
保
険
込
）

締
切　

11
月
８
日
㈬

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

中
島　

嘉
秋

�

☎
０
９
０
（
６
９
３
１
）
０
０
５
５

新
倉
山
浅
間
公
園
と
河
口
湖

�

も
み
じ
回
廊
の
秋
満
喫
バ
ス
ツ
ア
ー

富
士
山
を
正
面
に
構
え
、
眺
望
豊
か

な
「
新
倉
山
浅
間
公
園
」
と
、
紅
葉
の

名
所
「
河
口
湖
も
み
じ
回
廊
」
で
秋
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

昼
食
は
、
山
梨
名
物
ほ
う
と
う
を
ご

用
意
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

11
月
16
日
㈭

集
合　

�

Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
東
口
（
ヤ
マ
ダ
電

機
本
社
側
）　

８
時

行
程　

�

高
崎
駅
🚌
新
倉
山
浅
間
公
園
🚌

河
口
湖
（
昼
食
）
🚌
河
口
湖
も

み
じ
回
廊
🚌
河
口
湖
旅
の
駅
🚌

高
崎
駅
（
19
時
着
後
解
散
）

定
員　

20
名

会
費　

�

１
２
０
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・

有
料
道
路
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

10
月
31
日
㈫

取
消　

�

11
月
１
日
㈬
～　

５
０
０
０
円

11
月
10
日
㈮
～　

８
０
０
０
円

当
日　
　
　
　

１
２
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

五
十
嵐　

隆

�

☎
０
８
０
（
１
０
９
９
）
１
３
１
４

東
京
の
晩
秋
を
楽
し
む

�

『
野
川
緑
地
公
園
か
ら
実
篤
公
園
へ
』

国
分
寺
市
内
の
湧
水
を
源
と
す
る
野

川
は
、
か
つ
て
狛
江
市
の
中
央
を
縦
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
洪
水
の

た
め
流
れ
を
狛
江
市
北
部
に
移
し
、
元

の
流
路
は
約
２
・
２
㎞
の
『
野
川
緑
地

公
園
』
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
の
『
実
篤
公
園
』
は
小
説
家
・

武
者
小
路
実
篤
の
晩
年
の
住
居
が
あ
っ

た
所
で
す
。
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
庭

園
に
は
、
竹
林
や
湧
水
の
池
な
ど
が
あ

り
ま
す
（
興
味
の
あ
る
方
は
実
篤
記
念

館
に
入
館
可
、
別
途
２
０
０
円
要
）。

昼
食
は
、
京
王
線
仙
川
駅
近
く
で
洋

食
を
楽
し
み
ま
す
。
晩
秋
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　

11
月
29
日
㈬ 

集
合　

小
田
急
線
狛
江
駅
北
口　

10
時

行
程　

�

狛
江
駅
🚶
駄
倉
塚
古
墳
🚶
野
川

緑
地
公
園
🚶
千
手
院
🚶
野
川
地

域
セ
ン
タ
ー
🚶
現
在
の
野
川
🚶

糟か
す

嶺み
ね

神
社
（
陵
山
古
墳
）
🚶
実

篤
公
園
🚶
仙
川
食
堂
🚶
仙
川
駅

会
費　

�

３
５
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

11
月
19
日
㈰

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

�

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』

�

江
戸
城
御
門
巡
り　

内
堀
～
本
丸

東
京
駅
を
起
点
に
外
堀
の
虎
ノ
門
、

赤
坂
御
門
、
牛
込
見
附
と
歩
い
た
御
門

巡
り
。
３
回
目
は
内
堀
の
日
比
谷
見
附

か
ら
東
御
苑
、
平
川
門
と
歩
き
ま
す
。

昼
食
は
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
内
の

「
芙
蓉
」
で
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日　

11
月
30
日
㈭

集
合　

�

都
営
・
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
駅

Ａ
10
出
口
付
近　

10
時

行
程　

�

日
比
谷
駅
🚶
日
比
谷
見
附
🚶
祝

田
橋
🚶
外
桜
田
門
🚶
桜
田
濠
🚶

柳
の
井
戸
🚶
半
蔵
門
🚶
千
鳥
ヶ

淵
🚶
北き

た

桔は
ね

橋ば
し

門も
ん

🚶
東
御
苑
（
天

守
台
・
旧
本
丸
・
松
の
廊
下
・

百
人
番
所
等
）🚶
平
川
門
🚶（
昼

食
）
14
時
30
分
頃
解
散

　
　

＊�

帰
り
は
清
水
門
か
ら
田
安
門
を

抜
け
九
段
下
等
へ
。

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内

容

主　

催

10
月

17
日
㈫

小
江
戸
三
選
の
一
つ　

古
い
町
並
み
佐
原
を
訪
ね
て

京　

葉

18
日
㈬

秩
父
札
所
巡
り
（
第
３
回
）

さ
き
た
ま

25
日
㈬

小
江
戸
と
ち
ぎ
蔵
の
街
巡
り

北
関
東

11
月

1
日
㈬
『
我
が
街
紹
介
シ
リ
ー
ズ
』
文
の
京 

本
郷
・
小
石
川
散
歩
東
京
２
３

13
日
㈪

常
陸
秋
蕎
麦
の
故
郷
で
蕎
麦
打
ち
体
験

と
き
わ
路

15
日
㈬

秩
父
札
所
巡
り
（
第
４
回
）

さ
き
た
ま

16
日
㈭

新
倉
山
浅
間
公
園
と
河
口
湖
も
み
じ
回
廊
の
秋
満
喫

北
関
東

21
日
㈫

近
代
化
産
業
遺
産「
浦
賀
ド
ッ
ク
」と
開
国
の
地
・
浦
賀

湘　

南

29
日
㈬

東
京
の
晩
秋
を
楽
し
む『
野
川
緑
地
公
園
か
ら
実
篤
公
園
』
武
蔵
野

30
日
㈭
『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』
江
戸
城
御
門
巡
り 

内
堀
～
本
丸
東
京
２
３

12
月

4
日
㈪

関
東
支
部
忘
年
懇
親
会

関
東
支
部

1
月

16
日
㈫

京
葉
倶
楽
部
30
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

京　

葉

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

10
月

18
日
㈬

第
1
4
2
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

ピ
ー
ト
ダ
イ
G
C

な
ん
た
い

V
I
P
コ
ー
ス

11
月

10
日
㈮

第
1
2
0
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

静
ヒ
ル
ズ
C
C

と
き
わ
路

15
日
㈬

第
1
4
3
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

ラ
イ
ン
ヒ
ル
G
C

な
ん
た
い

28
日
㈫

第
82
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

霞
台
C
C
霞
コ
ー
ス

常　

磐

第379号� （2）



会
費　

�

４
０
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

取
消　

11
月
27
日
㈪
～　

３
０
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

杉
田　

成
次

�

☎
０
９
０
（
５
８
０
７
）
６
２
２
０

＊
未
決
定
で
す
が
、
例
年
こ
の
時
期
に

皇
居
乾
通
り
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

京
葉
倶
楽
部

�

30
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
！

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
１
年
遅
れ
と
な
り

ま
し
た
が
、
京
葉
倶
楽
部
の
発
足
30
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
新
年
会
を
兼

ね
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
会
場

は
千
葉
み
な
と
の
駅
前
、
ベ
イ
サ
イ
ド

パ
ー
ク
迎
賓
館
の
、
そ
の
名
も
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
、

貸
し
切
り
に
し
て
行
い
ま
す
。
当
倶
楽

部
で
は
、
日
頃
た
く
さ
ん
の
方
が
一
堂

に
会
す
る
場
を
な
か
な
か
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、
お
友
達
と
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

加
い
た
だ
き
、
多
く
の
仲
間
達
と
の
心

ゆ
く
ま
で
の
歓
談
と
親
睦
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

期
日　

１
月
16
日
㈫　

開
宴
12
時

会
場　

ベ
イ
サ
イ
ド
パ
ー
ク
迎
賓
館

�

☎
０
４
３
（
３
０
１
）
７
５
５
０

会
費　

７
０
０
０
円

取
消　

�

１
月
13
日
㈯
以
降
は
、
取
消
料

が
か
か
り
ま
す
。

主
催　

京
葉
倶
楽
部

担
当　

金
政　

初
美

�

☎
０
４
７
（
４
８
４
）
３
８
８
７

＊
京
葉
倶
楽
部
会
員
の
方
に
は
、「
出

欠
連
絡
ハ
ガ
キ
」
を
同
封
し
ま
す
。
出

欠
に
か
か
わ
ら
ず
、
11
月
14
日
㈫
ま
で

に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。
他
倶
楽
部
の
方

は
、 

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
ま
た
は
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
付
近
に
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
（
冬
の
富
士

山
は
絶
景
）・
県
立
美
術
館
が
あ
り
、在

県
者
65
歳
以
上
は
無
料
（
証
明
書
提
示

要
）、
お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

倶
楽
部
だ
よ
り

な
ん
た
い
倶
楽
部

カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
旅

足
利
家
の
名
所
喜
連
川
と
文
化
薫
る

�

那
珂
川
町
を
訪
ね
る
（
報
告
）

６
月
15
日
、
栃
木
県
民
の
日
、
そ
ぼ

降
る
雨
の
中
、
小
さ
な
大
大
名
喜
連
川

足
利
家
の
名
所
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
と
歩
き
、
那
珂
川
町
で
は
温
泉
ト
ラ

フ
グ
と
八
溝
そ
ば
の
名
物
御
前
の
昼
食

を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
日
の
豪
雨
に
よ
り
広
重
美
術
館
は

急
遽
休
館
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
か
が

わ
水
遊
園
で
珍
し
い
お
魚
達
と
触
れ
合

い
、
喜
連
川
温
泉
で
く
つ
ろ
ぎ
、
さ
く

ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
荒
井
寛
方
記
念

館
）
で
は
さ
く
ら
市
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
カ

ル
チ
ャ
ー
バ
ス
旅
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
17
名
に
、
今
は
さ
く
ら
市
議

会
議
員
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
（
女
性
）
の
方

に
現
地
参
加
（
喜
連
川
と
さ
く
ら
市
）

を
い
た
だ
き
、
30
数
年
ぶ
り
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
再
会
を
し
ま
し
た
。�（
船
山　

記
）

東
京
２
３
倶
楽
部

『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』

東
京
十
社
巡
り（
第
１
回
）（後
編
報
告
）

《
８
月
号
の
前
編
報
告
よ
り
続
く
》

６
月
７
日
、
午
前
中
に
参
加
者
24
名

は
王
子
、
白
山
、
根
津
の
３
社
を
回
り
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
神
酒
も
入
り
気
持
ち
良

く
神
田
明
神
へ
。
平
将
門
公
が
合
祀
さ

れ
、
以
来
江
戸
の
総
鎮
守
と
し
て
庶
衆

の
信
仰
を
集
め
た
。
８
代
吉
宗
公
の
尊

宗
篤
く
、
神
田
祭
り
は
天
下
祭
り
と
呼

ば
れ
、
現
在
は
東
京
の
中
心
１
０
８
町

の
氏
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

西
に
回
っ
た
陽
を
追
い
か
け
、
最
後

の
赤
坂
氷
川
神
社
へ
向
か
う
。
赤
坂
駅

か
ら
神
社
へ
の
途
中
に
、
地
元
有
志
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
勝
海
舟
と
坂
本
龍

馬
の
銅
像
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
に
海
舟

の
屋
敷
が
あ
り
、
暗
殺
に
来
た
龍
馬
が

海
舟
に
説
得
さ
れ
て
弟
子
入
り
し
、
そ

の
後
海
援
隊
な
ど
で
活
躍
し
た
幕
末
維

新
の
く
だ
り
を
野
萩
氏
か
ら
聴
く
。

赤
坂
氷
川
神
社
は
江
戸
幕
府
の
尊
信

篤
く
、
享
保
14
年
８
代
吉
宗
公
が
現
社

殿
を
造
営
、
以
降
14
代
家
茂
公
ま
で
歴

代
の
直
拝
朱
印
状
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
地
は
元
禄
の
頃
は
浅
野
土
佐
守
邸

跡
で
、
大
石
内
蔵
助
が
討
ち
入
り
前
に

内
匠
頭
夫
人
瑤よ

う

泉ぜ
ん

院い
ん

に
別
れ
の
挨
拶
に

訪
れ
た
と
い
う
。
忠
臣
蔵
の
別
れ
の
南

部
坂
も
東
方
近
く
に
あ
る
。

今
回
の
万
歩
計
歩
数
１
４
８
５
５
歩
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
２
回
は
10
月
４
日
㈬
に
実
施
し
ま
す
。

�

（
榎
本　

記
）

と
き
わ
路
倶
楽
部

初
夏
の
暑
気
払
い
懇
親
会
（
報
告
）

７
月
４
日
、
恒
例
の
初
夏
の
懇
親
会

を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

は
水
戸
駅
近
く
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ

ル
で
、
水
戸
市
内
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
る
最
上
階
の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス

ト
ラ
ン
「
滬ふ

う

」。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

参
加
者
17
名
と
小
規
模
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
他
倶
楽
部
の
方
々
の
参
加
も
あ

り
、
久
々
の
再
会
で
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
近
況
報
告
を
一
言
ず
つ
い
た
だ
き
、

元
気
で
ご
活
躍
の
様
子
で
し
た
。
次
回

行
事
で
の
再
会
を
約
束
し
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。�

（
池
田　

記
）

同
好
会
だ
よ
り

テ
ニ
ス
同
好
会

強
化
合
宿
・
第
11
回
関
東
大
会（
募
集
）

テ
ニ
ス
同
好
会
恒
例
の
強
化
合
宿
・

関
東
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
が

初
め
て
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
１
コ
ー
ト
は
初
心
者
貸
切
利
用
で
、

ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。

期
日　

�

10
月
27
日
㈮
～
28
日
㈯

場
所　

�

東
京
海
上
・
那
須
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
（
大
田
原
市
）

集
合　

�

現
地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

８
時
30
分

日
程　

�【
10
月
27
日
】

�

９
時
～
12
時
＝
ラ
ン
ク
別
練
習

�

13
時
～
17
時
＝
練
習
・
大
会

　
　
　

�【
10
月
28
日
】

�

９
時
～
12
時
＝
大
会
・
練
習

会
費　

�

１
５
０
０
０
円
（
１
泊
４
食
・

飲
み
物
・
二
次
会
込
）

そ
の
他�　

宇
都
宮
駅
か
ら
の
車
乗
り
合

わ
せ
等
詳
細
は
追
っ
て
連
絡
。

担
当　

宮
本　

勲

�

☎
０
９
０
（
４
９
３
２
）
７
６
６
５

　
　
　

石
下　

良
子

�

☎
０
９
０
（
２
３
０
４
）
２
７
５
９

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

７
月
・
８
月
の
互
選
句

７
月
の
題
「
歌
」（
〇
印
）

８
月
の
題
「
時
」（
◇
印
）

〇
美
し
い
日
本
が
そ
こ
に
あ
る
唱
歌

◇
被
災
地
の
時
計
あ
の
日
の
あ
の
時
間

�

手
塚　
　

実

〇
音
痴
だ
が
い
つ
か
カ
ラ
オ
ケ
盛
り
上
り

◇
テ
レ
ビ
消
し
心
豊
か
に
時
過
ご
す

�

長
谷
川
政
榮

〇
歌
詞
忘
れ

�

曲
だ
け
ラ
・
ラ
・
ラ
と
口
ず
さ
む

◇
そ
の
時
は
す
べ
て
の
運
を
決
め
る
時

�

荒
井　

春
雄

〇
自
分
史
に
艶
歌
の
よ
う
な
過
去
も
あ
り

◇
梅
雨
時
の
晴
れ
間
に
雑
事
フ
ル
活
動

�

横
山　

信
之

〇
ナ
ツ
メ
ロ
は
昭
和
生
ま
れ
の
心
歌

◇
持
ち
歌
は
時
代
遅
れ
の
も
の
ば
か
り

�

丸
木　

正
登

（3）� 第379号
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〇
同
じ
で
も
歌
い
手
次
第
で
大
違
い

◇
喜
怒
哀
楽
越
え
て
無
慈
悲
に
時
刻
み

�

岡
田　

秀
雄

〇
も
ち
歌
で
ボ
ケ
な
い
脳
を
売
っ
て
い
る

◇
開
店
と
閉
店
時
だ
け
列
が
の
び

�

竹
田　

圭
子

�

（
手
塚　

記
）

皐
月
会
（
俳
句
）

７
月
・
８
月
の
互
選
句

７
月
兼
題
「
冷
奴
・
真
夏
日
・
自
由
」

�

（
〇
印
）

８
月
兼
題
「
桐
一
葉
・
自
由
」（
◇
印
）

〇
郵
便
と
酷
暑
の
届
く
午
後
三
時

◇
蹲つ

く

踞ば
い

の
水
よ
ぎ
り
ゆ
く
盆
の
月

�

高
宮　

澄
子

〇
白
杖
の
人
と
茅
の
輪
の
八
く
ぐ
り

◇
旗
揺
れ
る
渓
流
沿
い
の
と
ろ
ろ
飯

�

行
川　

春
枝

〇
燕
の
子
羽
を
休
め
る
田
ん
ぼ
か
な

◇
散
る
ま
じ
と
風
に
意
の
ま
ま
秋
桜

�

吉
田　

勝
彦

〇
古
女
房
歯
に
も
優
し
い
冷
や
奴

◇
十い

ざ

よ

い

六
夜
の
漏
れ
入
る
雨
戸
そ
っ
と
閉
め

�

富
岡　

遊
生

〇
早
朝
の
日
差
し
眩
し
く
今
日
も
夏

�

田
中　

君
子

〇
片か

た

蔭か
げ

に
歩
み
を
止
め
て
汗
拭
う

◇
灼
熱
を
包
み
込
み
た
る
大
夕
焼
け

�

大
庭　

英
雄

〇
昭
和
世
の
曲
が
り
角
で
す
時
計
草

◇
安
芸
の
川
静
か
に
流
る
原
爆
忌

�

森
木　

茂
子

会
員
だ
よ
り

「
調
べ
学
習
」
の
す
す
め

�

武
蔵
野　

大
沼　

一
夫

今
回
は
、
私
の
趣
味
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
調
べ
学
習
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
八
王
子
市
に
は
、

中
央
図
書
館
の
支
援
を
受
け
て
平
成
16

（
２
０
０
４
）
年
に
発
足
し
た
「
調
べ

学
習
」
の
会
が
あ
り
ま
す
。
会
の
活
動

内
容
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
自
分

で
好
き
な
テ
ー
マ
を
決
め
、
図
書
館
に

あ
る
資
料
で
調
べ
、
発
表
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
現
在
、
お
よ
そ
50
人
の
会

員
が
い
ま
す
。

地
域
の
公
共
図
書
館
に
行
く
と
閲
覧

席
で
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
方
を
何
人
か

見
か
け
ま
す
。
ま
さ
に
調
べ
て
い
る
の

で
す
。
で
も
、
こ
の
人
達
の
ほ
と
ん
ど

は
、
調
べ
が
終
わ
っ
た
後
は
何
も
し
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く
調
べ
た
成
果
は
誰
に

も
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

人
の
努
力
は
報
わ
れ
な
い
の
で
す
。

私
達
の
活
動
で
は
、
調
べ
た
後
で
発

表
す
る
場
が
あ
り
ま
す
。
同
好
の
仲
間

の
前
で
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て

図
書
館
に
提
出
す
る
と
、
他
の
仲
間
の

分
と
合
わ
せ
て
レ
ポ
ー
ト
集
を
発
行
し

て
く
れ
ま
す
。

「
調
べ
学
習
」
は
高
齢
者
に
最
適
の

趣
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
を

考
え
る
、
図
書
館
に
出
向
い
て
資
料
を

探
す
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備

を
す
る
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
、
な

ど
脳
の
活
性
化
や
足
腰
・
手
指
の
運
動

に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も「
調
べ
学
習
」

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
調
べ
た
こ
と

を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
ご
家
族
や
友

人
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
レ

ポ
ー
ト
は
手
書
き
で
も
い
い
の
で
す
。

字
数
の
多
少
は
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
考
え
る
の
は
後
で
す
。
ま
ず
は
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
調
べ
学
習
」
を
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
追
っ
て
、
大
沼
か
ら
ご
連
絡

を
差
し
上
げ
ま
す
。

自
転
車
と
ワ
イ
ン
と
ナ
ポ
レ
オ
ン

�

東
京
２
３　

栗
林　

泰
夫

健
康
に
良
く
、
環
境
に
優
し
く
、
感

性
が
く
す
ぐ
ら
れ
る
自
転
車
旅
行
の
虜

に
な
っ
て
10
年
が
経
つ
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、「
ボ
ル
ド
ー
の

５
大
シ
ャ
ト
ー
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
！
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
つ
け
た
時
に
訪
れ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｉ
で
航
空
券
を
購
入
、
パ
リ
経

由
で
ボ
ル
ド
ー
空
港
に
降
り
立
ち
、
自

転
車
と
ワ
イ
ン
に
精
通
し
た
ガ
イ
ド
夫

妻
と
出
会
っ
た
。
そ
こ
か
ら
１
週
間
、

ワ
イ
ン
通
垂
涎
の
的
、「
マ
ル
ゴ
ー
」

や
「
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
」
の
シ
ャ
ト
ー
を

周
遊
。
気
位
の
高
い
ボ
ル
ド
ー
で
は
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
シ
ャ
ト
ー
と
呼
ぶ
。
見

学
と
少
々
試
飲
を
楽
し
ん
で
広
々
と
し

た
ぶ
ど
う
畑
を
自
転
車
で
快
走
す
る
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
自
由
自
在
。
美
し
い

景
色
に
出
会
え
ば
、
自
ず
と
ペ
ダ
ル
を

踏
む
足
は
ゆ
っ
く
り
に
な
る
。

以
来
、
再
訪
の
欲
求
止
ま
ず
、
２
年

後
に
今
度
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
を
目
指
し

た
。
マ
ス
タ
ー
ド
で
有
名
な
デ
ィ
ジ
ョ

ン
か
ら
、「
黄
金
の
丘
」
と
呼
ば
れ
る

ぶ
ど
う
名
産
の
村
々
を
巡
り
、
ワ
イ
ン

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
地
ボ
ー
ヌ
、
そ
し
て

リ
ヨ
ン
ま
で
、
５
日
間
で
走
破
し
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
こ
よ
な
く
愛
し
、
戦
地

ま
で
運
ば
せ
た
と
い
う
「
シ
ャ
ン
ベ
ル

タ
ン
」
と
い
う
ワ
イ
ン
の
ぶ
ど
う
畑
、

世
界
最
高
値
で
有
名
な
「
ロ
マ
ネ
・
コ

ン
テ
ィ
」
の
産
地
。
目
も
眩
む
よ
う
な

夕
景
に
圧
倒
さ
れ
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
ワ

イ
ン
を
嗜
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
？　

徐

々
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
ワ
イ
ン
の
研
究
を

し
て
み
た
く
な
っ
て
き
た
。

そ
し
て

２
０
１
９

年
、
生
誕

の
地
で
あ

る
コ
ル
シ

カ
島
を
訪

ね
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
先

は
、
ま
た

別
の
機
会

に
・
・
・
。

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
６

名
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
６
月
〉

豊
島
区�

関
澤　

一
雄
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

結
城
市�

赤
澤　

喜
則
さ
ん

（
常
磐
倶
楽
部
）

〈
７
月
〉

鎌
倉
市�

永
井　

正
昭
さ
ん

川
崎
市�

中
村
い
く
み
さ
ん

（
以
上
湘
南
倶
楽
部
）

上
尾
市�

渡
邊　

光
博
さ
ん

（
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

〈
８
月
〉

横
須
賀
市�

萩
原　

令
子
さ
ん

（
湘
南
倶
楽
部
）　

お
客
様
紹
介
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

６
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）
◆

五
十
嵐
雪
雄	

生
方
富
冶
夫	

大
宮
茂
樹

奥
村
明
美	

小
暮
洋
子	

鶴
岡
克
己

永
島
賢
治	

西
袋
哲
也	

羽
鳥　

均

福
島
庸
雅	

藤
田　

勝	

藤
松
英
一

森
谷
祥
子	

矢
部
和
郎

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

赤
坂
治
子	

秋
山
裕
子	

小
林
哲
二

斉
藤
寛
子	

庄　

達
夫	

滝
口
重
夫

田
口
栄
治	

田
中
淑
夫	

土
屋
洋
一

中
島
嘉
秋	

中
村
雄
征	

西
袋
哲
也

野
口
正
太
郎	

原
田
清
孝	

宮
嶋　

恂

山
村
憲
輝	

鷲
澤
典
子

７
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）
◆

石
川
尅
巳	

市
川
佐
知
子	

小
澤
利
光

小
林
富
子	

酒
井
政
子	

佐
藤　

正

常
住
吉
男	

中
村
圭
子	

新
倉
武
一

船
塚
和
雄	

矢
部
和
郎

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

岩
崎
信
一
郎	

岩
瀬
正
夫	

内
田
寛
治

菊
地
和
夫	

木
次
昌
紀	

小
林
哲
二

斉
藤
寛
子	

佐
野
弘
佳	

塩
野
ま
す
み

庄　

達
夫	

須
藤　

昇	

曽
我
和
恵

田
中
元
芳	

田
邉
智
男	

中
島
嘉
秋

二
階
堂
晋
一	

西
山
恒
夫	

橋
本
紀
子

藤
田　

勝	

八
木
馨
史	

鷲
澤
典
子

訃

報

高
須
真
実
子
さ
ん　
（
72
歳
）　

�

令
和
４
年
９
月
７
日

朝
倉　
　

實
さ
ん　
（
81
歳
）　

�

令
和
５
年
６
月
15
日

安
池　

勝
見
さ
ん　
（
82
歳
）

�

令
和
５
年
７
月
５
日

綿
石　
　

弘
さ
ん　
（
88
歳
）

�

令
和
５
年
７
月
17
日

中
村　

好
一
さ
ん　
（
83
歳
）

�

令
和
５
年
８
月
８
日

小
堀　

輝
夫
さ
ん　
（
74
歳
）

�

令
和
５
年
８
月
12
日

小
竹　

昌
夫
さ
ん　
（
80
歳
）

�

令
和
５
年
８
月
22
日

謹
ん
で
心
か
ら

�

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

ナポレオンが好んだブルゴーニュのぶどう畑にて
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